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論 文 内 容 の 要 旨
1.こ の学位 請求論文 は,政教 分離及 び信教 の自由の問題を歴 史的 ●動態的に考察 しつつ,こ れ
に関す る実定憲法の規定 の根拠を明 らかにする ことを企図 した ものである。
2,論文 は九章 か ら成 り.第 一章 では,「 序説」 として,宗 教 を 「社会科学的」 に考察する必要
を説き,そ の方法 として,歴 史的 ・動態的な捉え方を提唱 し,こ れに関す るマソクス ・ウエー バー,
ゲ ●イエ'グ レー ゼルマン等の所説 に論及 している 。
第二章及び第三章では,ド ウソン及び ラスキの宗教観 ・国家観を一般的 にかな り詳 しく説明 して
いるo
第四章以下は,直 接主題 にふれ る部分 で,第 四章 では,政 教分離の根拠 として,(1)国家 と宗教 と
の本質的特徴 に もとつ く,国 家の世俗性,宗 教 の超世俗性,(2)両者 の歴 史的考察に もとつ く帰結 の
二つを掲げ,主 と して,十 九世紀後半以後 の西 欧諸国に於ける国家 と宗教 との友好的 または非友好
的分離の事実 を説明 し,日 本の神道及び仏教 との関係に も及んでいる。
第五章では.各 国の制度に あらわれた信教の 自由の保障及び政教関係 の諸形態並 びに信教の 自由
と他の 自由 との関係について説明 している。
第六章では,ア メリカに知け る友好的政教分離 について説明 している 。
第七章では,ソ 連 におけ る非友好 的政教分離 について説明 したのち,イ ギ リスの労働党及び ドイ
ッの社会民主党における宗教の問題にふれている 。
第八章及び第九章では,わ が国に 齢ける政教分離及び信教 の 自由について,ポ ツダ ム宣言の受諾
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の前後 における歴史を概観 したの ち,日 本国憲法第20条をめぐる諸問題に論及 している。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
国家 と宗教 の問題 は,重 要 でありなが ら.学者 の手にあまる難 問で ある。これについての立 ち入
つた研究は,わ が国 ではあま り見 られない。わず かに,南 原繁氏が,そ の 「国家 と宗教」 におい て
理念的考察を加えているに過 ぎない。この論文は,新 たに,歴 史的 ・動態的に問題 を究明 しようと
した ものである。そこには,主 にキ リス ト教 を中心 と してではあるが,政 教分離及び信教 自由の制
度について,歴 史的 ・比較的かつ理論的にかな り広 くかつ深 く検討が加え られ.しばしば傾 聴に値 い
する見解が披歴され ている 。提出老 が,異 常の熱意 と努力 とをもつて問題 と取 り組 み,広 く内外 の
文献 を渉猟 し,詳 しく論述 を展開 しているのは,こ の論文の特 色である。
論 文の構成及び所説の内容 については ・批評の余地がないではない。前半 において,ラ ス キ及 び
ドウソンの学説に特 別の章を設け,多 くの頁数 を割 いているが,そ こには,主 題 との関係 の薄い論
述 も多い 。文献 の引用は豊富 であ るが,そ の評価 に論いて当をえない とみなされるもの もある。概
観 して,主 題 との 関係における研究対 象の軽重,論 述 の展開 における前後の関連につ いて,さ らに
考慮 する必要あ るもの と認 め られる 。
しかし,こ の論文は,全 体 と して,内 容充実 して診 り,未 開 の領域における新研究 と して,学 界
に相 当の寄 与を なす ものと考 え られる。
以上 の審査 の結果 に照 らし,こ の論文提 出者は,法 学博士(薪 制)の 学位を授 与される資格 ある
もの と認定す る。
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